
ご使用の前に必すこの取扱説明書

をよくお読みの上、正しくお使い

ください。

また、本書は大切に保管してくだ

さい。

取りはすしてある部品は、本書を

よく読んで取り付けてください。

本品を他のお習様にお議りになる

ときは、必す本書もあわせてお腹

しください。

イラストはカブレビコ下A DL-399



二のたひtよ、 ヨンと製品をお求めいたたき、あ りか とうございます

こ使用にな る前 に、 この取扱説明書 をよ くお読みいたたき、正 しくお使 い くたさい

この取扱説明書 は必ず保管 して くたさい

この製品は、一般家庭で乳幼児を乗せ、外気浴、日光浴、買物等に使用するための一人乗 り乳母車

(ベビーカー)です。

対 象 年 齢     :  生 後 2ヵ 月以上 満 2才 まで

望 ましい連続使用時間 : 2時 間以内

乳幼児が落ちたり、

△警告 取り扱いを誤ると、重大な事故につながる恐れがあります。

ベビーカーが折りたたまれる恐れがあります。

●開閉構造やハ ン ドル切 り替 えの ロックが確実に

かかっていること(完全に開いた状態であるか)

を確認 してか ら使用 して ください 同 時に二つ

の レバーを握 らないで ください

●階段 ・エスカレーター ・段差等のあるところて

は使用 しないで ください 砂 場、砂浜、河原、

ぬかるみ等の悪路では使用 しないて ください

●乳幼児を乗せたままべ L― カーを持ち上けない

て ください 手 かすべった 1 )、フロン トカー ト

がはずれた りする恐れがあ ります

●破損 ・異常が発生 した場合は、必す修理 を受け

て ください そ の まま使用 しますと重大な事故

につながる恐れがあ ります 当 社のお客様相談

室にこ連絡 ください



乳幼児が落ちる恐れがあります。

●股ベル ト・腰ベル トを必ず締めて使用 してください ●乳幼児をベ ビーカーの中で立たせないでください

ベビーカーが転倒 して乳幼児が落ちる恐れがあります。

●ベビーカーに同時に二人以上の乳幼児を乗せた

り、乳幼児をシー ト以外のところに乗せないで

ください。

●二使用中にハ ン ドルによりかかった り、

荷重 をかけないで ください。

過度の

●ベビーカーは空車であっても坂の途中、車道に近い

歩道上など危険な場所に放置 しないで ください

●乳幼児を乗せているとき、カゴ以外のところに

荷物を乗せたり、つるしたりしないでください。

ベビーカーが動き出したり

転倒する恐れがあります。

●乳幼児や荷物を乗せたと

過信 しないでください。

ス トッパーを

●乳幼児を乗せたままベビーカーから離れないで

ください。

きには、



●シー トやアームレス トカバーを取 りはず したまま乳幼児を乗せないで ください。

すき間に手や足等をはさむ恐れがあります。

●幼児、子供にベ ビーカーを操作 させないで ください。

転倒や思わぬ事故につなが ります。

●ベビーカーの開閉や リクライエング操作時には他人に触れさせないで ください。

指をはさんだりする恐れがあります。

●空車であってもフロン トガー ドを持って持ち運ばないで ください。 ミ

ベ ビーカーが急に折 りたたまれたり、フロン トガー ドがはずれたり、手がすべって落下する恐

れがあります。

●乳幼児を乗せる以外の 目的で使用 しないで ください。

目的外の使用では破損等の恐れがあります。

●ベビーカーに大人が腰かけたり、過度な荷重を加えないで ください。

破損、故障の原因となります。

●ベビーカーを押すときは歩いて ください。

走るとキャスターの動きが悪 くなったり、事故につながる恐れがあります。

●買い物カゴには 5 kg以上の荷物を入れないで ください。

破損の原因とな ります。

●踏切 りを渡るときはできるだけ線路に直角に進んで ください。

ななめに渡ると車輪をとられたり、線路の溝に車輪がはさまる恐れがあります。

●雪が積 もっているところや凍結 したところなど、すべ りやすい路面では使用 しないで ください。

ベビーカーだけでな く保護者 も転作」する恐れがあります。

●風の強いときは使用 しないで ください。

勝手に動き出したり、転倒する恐れがあります。

●雷のときは使用 しないで ください。

落雷の恐れがあ ります。

●火の近 くや、高温になる場所での放置、保管はさけて ください。

故障、変形の原因となります。

●荷物等を重ねたり、圧力が加わるような状態で保管 しないで ください。

故障や変形の原因になります。

●危険ですからむやみに改造、分解 をしないで ください。

●ご使用の前に、ネジやナッ トがゆるんでないかチェックして ください。

a



梱包時には 「日除け」 と 「買い物カゴ」
「足カバー ( カル ビコC X  D L - 4 7 9 のみ) 」
「フロン トカバー (カル ビコCX DL-479

以外)」「ビクニック トレー (カル ヒコ

D L - 4 7 9  D L  4 3 9のみ)」「ガー ドキャッ

フ」は取 りはず してあ ります1 )

日Ft tけ

シート

方際琳1匿財|
ガード回ックボタン

フロントカード

カードバ ックル

アームレストカバー

足のせハー

ステッフ

キャスター回ックレバー

リクライエンクハ イフ

リクライニンクレバー

カゴフックホルター

背もたれ

車体 N oステッカー

ーシのイ呆言正書にこ記入くたさい)

カコフック

軸受けフレート

ストッハー

主要仕様一覧表

手元操作部
手元 回ックボタン

ハンドル切↓)替えレバー

(グレー)

開閉 レバー (白)

ハンドル

日除 けレバー

ハンドル回ック

アームレスト

アームジョイント

開閉回ック

ガードジョイントボタン

(アームレスト下イ貝1)

買い物カゴ

ガードキャッフ
( 右用、左 用 各 |コ)

足カバー

(カルヒコC X

フ回ントカ/ 一ヽ

(カルヒコCX  D L - 4 7 9以夕|

「
取↓)付け

衝撃吸収マット
( シ

ー トの下 )



ベビーカーの 「開閉」操作と 「ハン ドル切 り替え」操作は、

●ハン ドル中央部上面の 「手元回ックボタン」をずらして、

回ックを解除 します。(「ロック解除」の赤いステッカーが

表示されます。)

のレバーを握って操作します。

操作が終わり、レバーから手を離すと、自動的に 「手元回ッ

クボタン」が元の位置に戻 り、ロックがかかります。

回ックがかかったままではレバーは握れません。

レバーをまちがえて握ったときは、いつたんレバーから手を

離 し、もう一度●からはじめてください。

操作後に手を離すと

ロックがかか')ます

△ ,主 意 | ・
回ックがかかったままレバーを握 らないて ください)故 障の原因となります。

●ベビーカーの後ろに立って、ハン ドル中央部

の手元ロックボタンを右にずらに′ます()赤い

ステッカーが表示され回ックが解除されます。

0白 い開閉レバーを握 りながら、ハンドルを持

ち上げるようにするか、アームレス トの先端

を下に押 し下げるようにすると開きます。

後フレーム

「開閉」か
「ハ

↑
らかのレバーを握るちとのえヽ替

一　
　
捌

↑

刈

開き終わつて開閉 レバーか ら手 を離 した後、次の点を

確認 して ください】

●手元 回ックボタンが元の位置にもどっている。

●左右の開閉 回ックが完全に下 まで降 りているし

●ハン ドルを持ち上げたときに、アームジョイン ト

と後フレームが離れないJ

ロックかかかっていない ロックがかかっている

アームジョイント アームジョイント

開閉ロノク
開閉ロノク すき問か

ない

離れない

すき間力(ある

生
ロ

●開閉ロックがかかっていないときは、そのまま使用 しな

いで ください,急 に折 りたたまれる恐れがあ ります。

△注意
●開 くときには他人に触 らせないて ください。手をはさむ恐れがあ ります。

●子供に操作 させないて くたさい.転 侮」や思わぬ事故につながる恐れがあ ります。

ロックを角牢除する

生
Ｈ

●ロックを解除 したまま使用 しないでください。

無意識にレバーを握ったときなど、急に折 りたたまれ

たり、ハン ドルが動いてしまう恐れがあります。

●転倒の原因となりますから、同時に二つのレバーを握

らないでください。

ロックを解除する

後フレーム



リクライエングレバーを指で起 こしながら、背 もたれの角度を変えます

角度調節は 3段 階です ,

リクライエンク

ハイフ

背もたれ

お子さまを乗せたまま、1)ク

ライエング操作をするとき

には、背もたれを少し押 し

上げながらレバーを握っ

てください。

●アームレス トカバーを取 りはす したままお子 さまを乗せないて くた

さい す き間に手や足 をはさむ恐れがあ ります 1

,主 | ・『ギ?I雪『
れ
?寓号レヶ5石念写香彗孫猷頑量と懇見テ塚『ます

土

思

お子 さまを乗せて リクライエング操作 をするときは、できるだけゆっくり静かに行 って ください

特に背 もたれを倒すときには、急に角度が変わ らないように十分 こヾ注意 ください。

△注意
●危険ですからベ ビーカーを押 しながら操作 しないて くたさい十

● リクライエングハイフと背 もたれの間に指をはさまないよう十分 こ
ヾ
注意 くださいゃ

アーム レス トカバーは必ず取 り付けてご使用 ください。

取 り付 け方

昔 もたれをいちはんイ=」した角度にします

アームレス トカハーの左右を確認 し、

●前側の 「突起Jを アームレス ト前側の穴に差 し込み、前方

にす らします

0次 にアームレス トカバーを少 し内イ貝」に反 らし気味にして、

後側の 「突起」をアームレス ト後側の穴に差 し込み、後方

にす らして取 り付けます

ゆっくり吉 もたれを上け、背 もたれの側面に引っかか らない

か確言忍して くたさい

取 りはず し方

アームレス トカハーの先端 を持 ち、後方へす らして前イ則|の
「突起」 を穴からはす します

次に、前にす らして後側の 「突起」を穴からはす します

ホック 突 起



●ハンドル中央部の手元回ックボタンをずらします。赤いス

テッカーが表示 され、 ロックが解除 されます.

0グ レーのハンドル切り替えレバーを握りながら、ハンドル

の向きをかえます。

ハン ドル切 り替えレバーか ら手 を離 した後、次の点を確認 し

て ください。

●手元 回ックボタンが元の位置にもどつている。

●左右のハ ン ドル 回ックがロックビンにかかっているJ

●ハン ドルを上下 させても動かない。

ロックを解除する

△
注
意

●手元 ロックボタンとハン ドル回ックがかかっていないときはその まま使用 しないで ください 急 にハ ン

ドルが切 り替わる恐れがあ ります |

●危険ですか らお子 さまの手や指をはさまないよう十分 こ
゛
注意 くたさい、

●危険ですか らベ ビーカーを押 しなが ら操作 しないて ください

平たんな路画を押すとき、前輛の向きが変わり、万向転換がしやす<な ります。

〔キャスターを使用しない場合〕〔キャスターを使用する場合〕

キャスターロックレバーを下げ、

ロックを解除 します )

坂道や凸凹のある路面 を押す ときは、キャスターを固定 します

左右のキャスターロツクレ

ハーを上けて固定 します

固定する車輪位置は対面 と

背面では違います。ご注意

ください。
ベ ビーカーを折 りたたむと

きは、左のイラス トの位置

で固定 して ください。

△注意
●キャスターを固定する位置を間違えて使用すると、押 しつらいだけでなく故障の原因となります

必ず正 しい位置で固定 してくたさい

キャスター

ロックレハー

固定 口"解 除

ストッハー

●左右の後輪の内側にあるス トッハーを下げるとス ト

ベ ビーカーを軽 く前後に動か してス トッハーが正 し

●解除するときはス トッバーを上げて ください

△
警
告

●お子さまや荷物 を乗せたときには、ストッハーを過信 しないでください

ス トッパーをかけて も動 き出したり、転倒する恐れがあ ります

0お 子さまを乗せたままベ ビーカーから離れないで ください ベ ビー

カーが動 き出 したり転倒する恐れ
・
があ ります

△注意
●空車であつてもベ ビーカーか ら離れるときは、2す 左右 ともス トッハーをかけて ください ス ト

ッハーが不完全です と動 き出すことがあ ります

ッハーの 回ックがかか ります

くかかっているか確認 して ください

ロック



フロントガードを開<と お子さまの足がヨ|つかからず、乗せ降ろしが楽にできます。

〔ベビーカーヘの取り付け方〕

フロン トガー ドの左右 を確かめて (正面か

ら見て文字が右側になるように)ア ームレ

ス ト上面前端の穴に差 し込み ますⅢ確実に

固定されたか、51っはって確認 して くださ

い

正面から見て
「carprcO」の

文字が右側に

なるように

〔ベビーカーからの取りはずし方〕

アームレス ト前端下側のガー ドジョイン トボタンを指で前方に引っぱ

りながら、フロン トガー ドを片側ずつ上に引き抜いてください。

お子さまのためフ回ン トガー ドはなるべ く取 り付けてごイ費用 くださいt

はずしてこヾ使用になる場合は必ず付属のガー ドキャップでフタをして

ください。(赤いステッカーの貼ってある方が正面から見て右用です。)

ガードキャう密玉

〔フロントガードの開き方〕

●ガー ドバックルの四角い窓の中のガー ドロックホタン

を押し込みながら、0カ ー ドバックルをすらせば開きま

す1ガー ドロックボタンの押し込み方が不十分ですと力

― ドバックルがすらせませんのでこや注意ください

△
警
告

●フ回ン トガー ドに関係な くお子さまを乗せるときは必ずシー トベル トを締めて ください。フロン トガー

ドは抜け出しや立 ち上 りを防 ぐものではあ りません(

●ガー ドキャッフは、お子さまが飲み込 まないよう十分に注意 して ください…

窒虐、などの危険があ ります

△
注
意

●フロントカー ド、ガー ドキャッフが確実に取 り付けられたか必ず確認 してください_取 り付けが不完全

ですと、お子さまがアームレス ト上面前端の穴に指を入れ、ケカをする恐れがあります

0フ ロントカー ド、カー ドキャッフは左右を間違えると取 り付けられない構造になっています。破損の原

因となりますから無理に押 し込まないてください,

〔フロントガードの開じ方〕

フロン トカー ドを合わせ、カー ドバ ックルをす らし回ッ

クしますJ確 実にロックされているか (四角い窓にガー

ドロックボタンが出ていること、バ ックル間にすき間が

ないこと)を 必ずバ ックルを左右に引っばって確認 して

ください
すき間がない

●ホタンをす甲し込みなから ホタンが 出ている

足のせを出していると、 お 子さまが寝たとき、楽な姿勢で眠れます

使用するときは、シー トを持ち上げ、座面にある足のせバーを前端て止まるまで51き

出します シ ー トをのせ必ずホックをとめます

使用しないときは、シー トのホックをはすし、足のせバーを座画の中に押 し込みます

△

注

意

●お子さまの乗せおろし時以外は、必ずフロン トガー ドは閉 じて くださいサすき間に手 を入れると危険て

す ま た、破損の原因 ともな ります

●フロン トカー ドが確実に回ックされたか必ず確認 して ください ロ ックが不完全ですと使用中に開いて

しまう恐れがあ ります

0フ ロン トカー ドをつかんで持ち運v Sミことは、お子 さまを乗せているときはもちろん、空車の ときであっ

ても避けて くたさい 手 がすべったり、フロン トガー ドがはずれた りすると危険ですリ



まず、足のせをヨ|き出し、シートのホックをとめてください。

●足カバー上画の裏側に付いている長いほうのベル トをフ回ントガー ドの

下側から巻き付け、マジックテーフでとめてくださいり

の足カバー両側面のホックとアームレス トカバーのホックをとめてくださ

いっ足カバーの底面は使用時は常に足のせの下側になるようセットして

くださいっ

0乗 せおろしのときは上面のベル トをはずせばフ回ン トガー ドを開 くこと

ができますJ

まず、足のせをヨ|き出し、シートのホックをとめて<ださしヽ。

● フ回ン トカー ドを開き、フロン トカバーのゴムベル トに通 します i

ヨムベル トはフロン トガー ドの付け根の くびれた部分にかけます

0フ ロン トカー ドを閉 じて、フロン トカバーの上画 をフ回ン トカー ドにかぶせ ます

底画は使用時は常に足のせの下側になるようセッ トして くたさい

0材 質の特性上フロン トカー ドや日除けの色が移ることがあります

●フロン トカバーは足カバーのように前に倒すことはできません

0フ ロン トカハーの代わ りに別売の 「足カバーDl型 」を取 り付けることもできます

図の⊂D部 のホタンを押すと左右の差し込みハックルが

はずせます シートベルトを締めるときは般ベルトのバ

ックルに左右の差 し込みバ ックルを確実に差 し込んて く

ださい

腰ベル トを引っはってはすれないか確認 して くたさい

ベルトを巻い

てとめる

ベルトをはずして

前に倒す

フロントカードを通す

股ベル ト、腰ベル トの長さは、

お子 さまの成長に合わせて調整

できます 日要ベル トtま右図のよう

に背 もたれのベル ト穴位置の上

下 を選べ ます 調 整や洗濯て差

し込みバックルや股ベル トを取 りはずした

場合は、下図のとおりに確実に取 り付けて ください

3 C m 以 上

←

ここで|よ、股ベルトと腰ベルトを合わせてシートベルトとD平びます。

お子さまを乗せるとき|よ跡ずシートベルトを締めて<だ さしヽ。

また、シートベルトを締めてしヽても、万一の抜け出し、立ち上りに対して|よ十分注意してくださしヽ。

‖ 背もたれ‖

ホックをとめる

差し込みハ

△

警

告

●お子さまを乗せるときは必ず シートベルトを締めてください 締 めずに乗せるとお子さまが落ちる恐れがあ1)ます

0で きるたけたるみを取 って、しっか りと孫帝めて ください た るみが多いとお子 さまが抜け出した り立 ち上

ったりする恐れがあります

0腰 ベル ト、差 し込みバ ックル、般ベル トは確実に取 1)付けて ください 取 り付けが不完全ですと使用中に

はすれてお子さまが落ちる恐れがあ ります

●腰ベル トは先端 まで3 Cm以上、股ベル トは先端 まで 5 Cm以上残 して くたさい 先 端 までの長さか短かいと

使用中にはすれてお子さまか落ちる恐れがあ ります

0や ,Stれやほつれの発生したベルトは、そのままイ吏用しないでくたさい 使用中にお子さまか落ちる恐れがあ1)ます



〔シート及び衝撃吸収マットの取りはずし方〕

0ま ず、足のせを使っているときには、シー ト前端のホ

ックをはずしておきます(|

0次 に、背もたれ裏側左右のフックにかけてあるゴムベ

ルトをはずします。

0両 イ貝J面のホックをはずします。

0シ ー トベル トをベル ト通し穴から抜き取ればシー トは

取りはずせます。バックルやホックが通し穴に引っか

かることがありますから、丁寧に扱ってください)

0衝 撃吸収マットはシー トベル トを抜き取れば、はずせ

ます。

〔シート及び衝撃吸収マットの取り付け方〕

基本的には取りはずし方の逆の手順です。

背 もたれをいちばん倒 して、衝撃吸収マッ トを載せ、腰

ベル トと股ベル トを通 します。次にシー トを載せ、腰ベ

ル トと股ベル トを通 します。次に両側面のホックをとめ、

背 もたれを起こし、ゴムベル トを裏イ員Jのフックにかけますti

シー トは洗濯機で丸洗いができますJ洗 濯方法は 3ペー

ジを二・覧 ください。

衝撃吸収マッ トは取 り付けな くてもこ使用になれますが、

シー トは必ず取 り付けてこ使用 ください 種予撃吸収マッ

トは必ずシー トの下に敷いて ください |

ホックをはずす

7°

“0ゴムベブヒ

0ホ ックをはずす

●シー トを取 りはず したままお子さまを乗せ

ないて ください中すき間に手や足をはさむ

恐れがあ ります )

●やvS tれやほつれの発生 したシー トはその まま使用 しないで くださいⅢ中のワタをお子 さまが飲み込んだ

り、シー ト本来の機能がはたせな くなる恐れがあ りますu

●シー トを取 り付ける際に、ゴムベル ト、ホ ック類 を確実にセッ トして くたさい中取 り付けが不完全だと

ケガややしSミれ等の原因とな ります(ッ

〔取り付け方〕

日除けの差 し込み部分 を、アー

ムジョイン ト上部の穴に差 し込

み ます(サツメがかかって固定さ

れ ます。後ろのホ ック 2個 を背

もたれ後部の生地のス1ブット(穴)

を通 してとめますり

〔取りはずし方〕

後ろのホックをはずし、差し込

み部分の、ツメを指ではずしな

がら、 51き才友きますり

〔ひろげ方〕
2本 のステー (中骨)を持ってひ

ろげ、左右の 日除けレバーの関

節部を押 し下げロックします。

〔たたみ方〕

日除けレバーの関節部を下か ら

押 し上げてか ら、たたみます。

0日 除けは一番前までは仁」れません。無理に倒すと

はずれたり、や▼Stれたりする恐れがあります。

アームジ∃イント



〔取り付け方〕

座面下のカゴ取 り付けホルダーの

レバーを上け、カゴ枠 をはさみこ

んだ後、レバーを下げてロツクし

ます。カヨフックを軸受けブレー

トの穴に差 し込み ます。(カゴフッ

クのある側が後です十ヶ)

レバーを上ける

メカ白升牛をはさむ

〔取りはずし方〕

取 り付け方の逆の手順ですJ

荷物を入れて持ち運v Sミときは、

カゴ枠 を持 って ください。

折 りたたむときはカゴフック

を背 もたれのカゴフックホル

ダーにかけて ください,

〔荷物について〕

できるだけカゴ底に均等に荷重が加わるように載せてください)

リクライエング操作に支障のない高さにしてくださいり

ベビーカーの破損や荷物のつvSヤLの原因になりますから、折りたたむときには荷物を取り出すか、買い物カゴこと取 り

はすしてくたさい

△注意
● 5  k g以上の荷物は載せないで くたさい

0角 の とがった物は載せないて くたさい

破損の原因とな ります

や、S tれの原因 となります

巧`王うックを差し込むt

軸受けフレート



折りたたむ前に下記の操作を行なつて<だ さい。

●ハンドルを背面位置にしてくたさい

(7ヘ ージをこ参照 ください)

のキャスターを背面で使用する位置で固定してくたさい

(7ヘージをこ参照 ください)

0背 もたれをいちばん起こした位置にします       oフ ロントカードを

(6ヘ ージをこ参照 ください)               閉 じる口→

0買 い物カゴのカゴフックを背もたれのカコフックホルター

にかけます

0日 除けをたたみます

(10ヘージをこ参照 ください)

0シ ー トベル トのバックルをとめてください

(9ヘ ージをご参解 ください)

0フ ロン トガー ドを閉 じてください

(8ベ ージをご参照 ください)

まず、ベビーカーの後ろに立って、ハン ドル中央部の手元

ロックボタンを右にずらします。赤いステッカーが表示

されます。

0/ヽ ントルを

0キ ャスターを

固定 する く
L

シートベルトの

バックリレ

■

0
力司

フ ァク在均 けヽる

手元操作部

ハンドルロック及び

ロックヒン

フロントカード取イ寸部

及びロックヒン

開閉回ック及ひ

アームジ∃イントイ寸近

次に白い開閉 レバーを据 り、ハン トルを前方向に軽 く持

ち上げるようにしながら、前輪 を支点に して矢印の方向

に力を加えると折 りたため ます、

スムーズに折 りたためないとき

は、車体にシー トやシー トベル

ト等がはさみ込まね′ていることが

考えられます、無理に力を加え

ず、いったん開き、はさみ込ん

でいる物をはず して くださいⅢ

開閉 レバーか ら手 を離 した後、

手元回ックボタンが元の位置に

戻っているか、確認 してください。

さらに開閉 回ックが確実にかか

っているか (開かない状態にな

っているか)を ハ ン ドルをす寺ち

上げて確認 して ください。

〔車体の清掃について〕

●車輪やブラスチック部品及び金属部品の汚れは、水を含ませよくしぼった布で▼S、き取 ります、

汚れがひといときは薄めた中性洗斉1を含んだ布で▼S、いた後、水を含ませよくしほった布で数回vS、き取 り、洗斉」分が

残らないようにします(1

△ 注 意 | ・ 草体の清掃には中性洗剤以外は使用 しないで くださ, 部 品の変質、劣化の原因 とな ります

〔注油について〕

きしみ音が発生 した り、作動が鈍 くなって注油が必要 と思

われる場合は、必ず潤滑油を少量お使い ください,多 すぎ

ると、ほこりが付 きやす く、かえって機能 を低下させ ます 、

注油箇所の泥や汚れはあらかじめよくv S、き取 って ください

なお、右のイラス トの箇所には注油 しないで ください。作

動不良を起こす原因とな ります

Ａハ
官
江
主思

●お子 さまが なめ る可能性 の高いフ ロン トガー ド、

アーム レス ト等 には油が付着 しないよ うこ
ド
注意

くだ さい

ガードバックル及び

ガードロックボタン

_背
面位訂

、

ロックを解除する

△

注

意

●手元ロックボタンと開閉 回ックがかかって

いないときはその まま持ち運ばないて くだ

さい。急に開いて しまう恐れがあ ります。

●ひっかかりや、はさみ込み等 を感 じたら、い

ったん開いて原因を確認 して ください。無

理に折 りたたむと破損する恐れがあります。

キャスター回転部



〔縫製品の洗濯 につ いて〕

● シー トの洗濯

シー トは洗濯機 で丸洗 いで きますが、以下の 点に こ注意 くだ さい 取 りはず し方 は 9、 10ヘー ジ をこ覧 くだ さい

040℃ 以下の液温 て、弱水流 で洗 って くだ さい

。通 常の洗濯用洗斉」がイ吏用 で きますが、 漂 白斉Jや漂 白斉」入 りの洗斉Jはイ吏え ませ ん 使 用す る洗斉Jの注意書 きもよ くお

読 み くださいⅢ

●長時間つけ置 きせず、短時間 で洗 い上 げて くだ さいn色 落 ちの原 因 とな ります

0+分 すす ぎ、軽 く脱水 した後、形 を整 えて平千 しして くだ さい

0乾 燥機の使 用や ドライク リーニ ングはで きません十〕

0日 除 け、 アー ム レス トカバ ー、股ベル ト、腰ベル ト、足 カバー (カル ヒコCX DL 479の み )の 洗濯

●40℃以下の'夜温 で、 ブラシ又はスボ ンジにて軽 く洗 って くだ さいぃ

●通常の洗濯用洗斉Jが使 用 で きますが、 漂 白斉Jや漂 白斉J入りの洗斉Jは使 え ません  使 用す る洗斉」の注意書 き もよ くお

言売み くだ さいぃ

●よ くすす いだ後、乾 いた布 で水分 をvS、き取 り、陰千 しして くだ さい |

※製品の特性上若千色 あせす ることがあ りますぃ

※洗濯の際 は天然脂肪酸 をベー ス と した蛍光斉」・漂 白斉J・酵素 な どを含 まない 「コンビ おむつ 。肌着洗 い」をおすすめ

します(,また、快適 にお使 いいただ くためにひんばんに洗濯 す ることをおすすめ します 、

●衝撃吸収 マ ッ トの洗濯

イ重テ撃吸収 マ ッ トは シー トラ先濯の ときな どに陰千 しして乾燥 させ て くだ さい ,

洗 う必要 がある ときには、通 常の洗濯用洗斉Jを使 用 して くだ さいぃ

手 で押 し洗 い を して、軽 く脱水す るか、車れ たヽ タオル等 で水分 を取 った後、 日陰 て平千 しを して くだ さい i

もみ洗 いや、 きつ く絞 った りしないで くだ さいぃ また、乾燥機の使 用や ドライク リー ニ ングは さけて くだ さい |

〔点検 につ いて〕

ネジ類のゆ るみ、部品の 欠損及 び作動不良等の異常がないか適時点検 して くだ さい

△
警
告

●車体の破損、異常や シー ト及 びシー トベル ト

にやぶれ、ほつれ等 が発生 した場合 は、ただ ち

に使 用 を中止 して必ず 当社 サー ビスマ ンの点

検、修理 を受 けて くだ さい。その ままイ吏用 しま

す と、重大 な事故 につなが る恐れがあ ります。

△
注
意

●危険 ですか らむやみ に改造や分解 は しないて

くだ さい 】

●お手 入れの際 に取 りはず した部品 は、本書 を

よ く言売み正 し く取 リイ寸けて くだ さいぃ取 りは

ず した ままです とお子 さまが危険 です1 )

●直射 日光 をさけ、湿気 が少な く雨 やは こ りのかか らない場所 に立 てて保 管 して くだ さい

屋外 で保 管す る場合 は カバー をかけることをおすすめ します( )

●車の トランクに入れて運 v Sミ場合 は、 買い物 カゴを下 に してねかせ て くだ さいぃ

△ 注意
●火の近 くや夏期の車内等高温になる場所での保管はさけて くださいぃ故障や変形の原因となりますぃ

●荷物を重ねた り、圧力が加わるような状態で保管 しないで くださいぃ故障や変形の原因 となります()

●破 損 ・異常が発生 した場合 は、分解 な ど自分 で修理せず、必ず修理 を受 けて くだ さい。 その まま使 用 します と、重大

な事故 につなが る恐れがあ ります。 当社 の お客様相談室 に ご連絡 くだ さい

0修 理 /部 品販 売の際 は、 まった く同 じ部品がない場合 があ り、色や仕様が若干異 なることがあ りますの で、 あ らか じ

め こ了承 ください。

「カルピコCXシ リーズ」には天然系繊維 〈キトポリイ〉を使用しています。

キ トポ リィは、 植物性 繊維 ポ リノジ ックに、 力 二やエ ビな どか らとれ る天然の保湿 ・抗菌成分 キ トサ ンを練 り込 んだ天

然系繊維 です。

●低 刺激 ・保湿性

刺激が少 な く保湿性 があ ります 、

●キ トポ リィは 「カル ビコCXシ リー ズ」の シー ト・アー

ム レス トカバー ・般ベル ト・腰 ベル トカバー に使 用 さ

れてい ます。

●抗菌1生

優 れた抗菌性 が、汗 な どによる繊維上 の雑菌の繁殖 を抑

え ます )

※CHIT O P O L Y内は富士紡績株式会社により開発された繊

維素材てす


